
（ ）人口・経済・地域社会をめぐる課題

●人口指標（普通出生率）と経済指標の関係－正の相関性があり、人口・経済・

地域の課題への一体的な取組が重要

市区町村単位で出生動向と経済状況との関係を、前述の人口指標（普通出

生率）と経済指標でみてみると、約 年前の 年には両者の関係性はほ

とんどみられなかったが、近年は正の相関関係が強くなっている。

下図からも分かるとおり、最近時は、経済状態の好不調と出生の多い少な

いがかなりはっきりと相関している。

普通出生率が高い地域のうち約６割は、経済指標が過去ないし全国平均よ

りも上向いている地域となっている。また、経済指標が過去ないし全国平均

＜図表 人口指標と経済指標の関係＞
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相関係数
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より上向いている地域のうち約４割の地域は、全国の中で普通出生率が高い

地域上位約２割に含まれている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもの数が多い地域社会とは、若者が多い、家庭当たり子ども数が多

い、未婚・晩婚が少ない社会であり、そのような地域社会は、内発的で持続

的な地域経済と密接に結びついており、両者の地域像は重なる部分が多い。

全国的に人口が減少し出生率が低下していく中、地域の魅力や暮らしやす

さが選好され、人が集まり地域経済が活性化している可能性や、地域経済が

持続している地域に若者が集まり、出生率が維持されている可能性がある。

こうしたことから、人口、経済、地域社会の課題を一体的に捉えることが

非常に重要と考えられる。

●地域の人口規模と人口指標の関係－人口規模が小さい地域は普通出生率が

低い

年代末から 年代初めにかけて一旦は収まったかにみえた少子化の

流れは、その後再び強まって現在に至っている。

＜図表 人口指標と経済指標の高い地域（ 年時点）＞

（10）人口・経済・地域社会をめぐる課題

63

第
2
章


